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市内の交通事故札幌の人口と世帯

もくもくどうぶつ き さくひん

木々動物ランドというテーマで、みんなで木の作品
ひと り ひと り なん どうぶつ き

をつくりました。一人一人何の動物をつくるか決めま
もくへん そうぞうりょく ほん

した。ただのあまった木片が、みんなの想像力で、本
もの どうぶつ こま き

物の動物のようになりました。細かいところは木ビー
いと つか く ふう

ズや、ひご、糸、つまようじなどを使って、工夫しまし
うま いぬ どうぶつ い もくもく

た。きりん、馬、犬、うさぎなどの動物が生きている木々
どうぶつ き き

動物ランドができました。木と木をつけるとき、いろ
どう ぐ つか

いろな道具を使ったのもおもしろかったです。

主 な 施 設
●市役所
〒０６０―８６１１ 中央区北１西２／
地下鉄大通駅下車�２１１―２１１１（代 表）

�２１８―５１６１（広報課）
●区役所（電話は代表、ファクスは広聴係）
※所在地は区民のページ（お知らせの後ろ）をご
覧ください。
中央区 �２３１―２４００�２３１―６５３９
北 区 �７５７―２４００�７５７―２４０１
東 区 �７４１―２４００�７４２―４７６２
白石区 �８６１―２４００�８６０―５２３６
厚別区 �８９５―２４００�８９５―２４０３
豊平区 �８２２―２４００�８１３―３６０３
清田区 �８８９―２４００�８８９―２４０２
南 区 �５８２―２４００�５８２―０１４４
西 区 �６４１―２４００�６４１―２４０５
手稲区 �６８１―２４００�６８１―６６３９

ウ エ ス ト

●WEST19
〒０６０―００４２ 中央区大通西１９／
地下鉄西１８丁目駅下車
夜間急病センター

�６４１―４３１６�６１５―８６０４
保健所 �６２２―５１５１�６２２―５１６８
こころのセンター（精神保健福祉センター）

�６２２―０５５６�６２２―５２４４
地域生活支援センター

�６２２―１１１８�６２２―１０７３
●札幌コンサートホール〈Kitara（キタラ）〉
〒０６４―８６４９ 中央区中島公園内／
地下鉄中島公園駅下車

�５２０―２０００�５２０―１５７５

●教育文化会館
〒０６０―０００１ 中央区北１西１３／
地下鉄西１１丁目駅下車

�２７１―５８２１�２７１―１９１６
●国際プラザ
〒０６０―０００１ 中央区北１西３札幌MNビル／
地下鉄大通駅下車

�２１１―３６７０（代表）�２１１―３６７３
●市教育委員会
〒０６０―０００２ 中央区北２西２
STV北２条ビル／地下鉄大通駅下車

�２１１―３８２５�２１１―３８２８（総務課）
●社会福祉総合センター
〒０６０―００４２ 中央区大通西１９／
地下鉄西１８丁目駅下車

�６１４―２９４８�６１４―１１０９
●市立札幌病院
〒０６０―８６０４ 中央区北１１西１３／
JR桑園駅下車 �７２６―２２１１（代 表）

�７２６―７９１２（管理課）
●中央図書館
〒０６４―８５１６ 中央区南２２西１３／
市電中央図書館前下車

�５１２―７３２０�５１２―５７８３
●札幌エルプラザ
〒０６０―０８０８ 北区北８西３／
JR札幌駅・地下鉄さっぽろ駅下車
男女共同参画センター �７２８―１２２２�７２８―１２２９
消費者センター �７２８―２１１１�７２８―２１１２
※相 談 専 用 �７２８―２１２１
市民活動サポートセンター

�７２８―５８８８�７２８―７２８０
環境プラザ �７２８―１６６７�７２８―２１１２

●サッポロさとらんど
〒００７―０８８０ 東区丘珠町５８４／
地下鉄環状通東駅・北３４条駅・新道東駅
から中央バス �７８７―０２２３�７８７―０９４７
●青少年科学館
〒００４―００５１ 厚別区厚別中央１の５／
地下鉄新さっぽろ駅下車

�８９２―５００１�８９４―５４４５
●芸術の森
〒００５―０８６４ 南区芸術の森２／
地下鉄真駒内駅から中央バス

�５９２―５１１１（代表）�５９２―４１２０
●生涯学習総合センター〈ちえりあ〉
〒０６３―００５１ 西区宮の沢１の１／
地下鉄宮の沢駅下車
生涯学習センター

�６７１―２２００ �６７１―２２３３
青少年センター

�６７１―４１１１ �６７１―４１０３
教育センター �６７１―３４１０ �６７１―３４３４
リサイクルプラザ宮の沢

�６７１―４１５３ �６７１―４１５６

●大型ごみ収集センター
（大型ごみの有料収集申し込み）
月曜～金曜（祝日も可）午前９時～午後
４時３０分 �２８１―８１５３ �２８１―４６２２

●救急医療情報案内センター（２４時間）
（当番医療機関などの案内）
フリーダイヤル �０１２０―２０―８６９９
携帯電話、PHS専用 �２２１―８６９９

札幌市の制度や施設、行事などは

札幌市コールセンター ちょっとおしえてコール

市政に関するご意見、ご提案などは

市民の声を聞く課

札幌市役所ホームページ

携帯電話対応の札幌市情報提供サイト

とよひら く ひらぎしたかだいしょうがっこう ねん くみ
なかむら もえ の

豊平区・平岸高台小学校４年２組 中村 萌乃

平成１７年１月１日～６月３０日（前年比）

ねん くみ ともだち せんせい

４年２組のお友達と先生

発生６，０６３件（＋４８８）
死者１２人（－１５）
傷者７，３４６人（＋５７３）

もくもくどうぶつ

木々動物ランド

１，８７４，１９１人（＋８２）
８５６，２９９世帯（＋７２７）

７月１日現在（前月比）
国勢調査ベース８

www.city.sapporo.jp/mobile/i-mode/
www.city.sapporo.jp/mobile/ez/
www.city.sapporo.jp/mobile/vodafone/

※広報さっぽろの誌面も掲載。お住まいの区以外の区民のページ
もご覧になれます。また、単語による検索機能があり、過去の
広報誌から見たい記事を探せます。

広報さっぽろは、毎月１０日までに、町内会などを通じて市内の全世
帯に配布しています。また、ご希望の地域には、市が委託した民間
の会社による直接配布も行っています。詳細は、広報課かお住まい
の区の区役所広聴係へお問い合わせください。

www.city.sapporo.jp/city/

札幌市総務局広報部広報課
〒０６０‐８６１１中央区北１条西２丁目 �２１１‐２０３６�２１８‐５１６１
Eメール kohokakari@city.sapporo.jp

�222-4894 �221-4894

�211-2042 �218-5165

2005

Eメール info4894@city.sapporo.jp
午前８時～午後９時（土・日曜、祝・休日を含む）

iモード
EZweb

Vodafone Live!
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第2回�

　５月号（第１回）の問題提起に対して、

皆さんからたくさんのご意見をいただき

ました。一つ一つの声を真剣に受け止

めながら、ごみの減量には乗り越えるべ

き多くの課題があるのだと、あらためて

認識しています。�

　現在、学識経験者や市民団体の代

表などで構成する審議会でも、札幌市

のごみ減量施策について専門的な見

地から議論してもらっています。今後、

皆さんの声も意見交換会などを通して

幅広く聞きながら、答申をまとめていた

だく予定です。�

　第２回は、皆さんから寄せられた声と

審議会の動きを合わせてお伝えします。

「自分たちのことは自分たちで決める」

というのが、私の目指す「市民自治が息

づくまちづくり」の基本的な考え方です。

ごみの減量をどのように進めていけば

よいのか、“自分たちのこと”として、一

緒に議論を深めていきましょう。�

 札幌市長�

上田文雄�
うえ　だ　ふみ　お�

このページに関するお問い合わせは�
環境局計画課�211-2912へ。�
審議会の情報などは、清掃ホームページもご覧ください。�
〈ＨＰ〉www.city.sapporo.jp/seiso�
�

ごみの減量、
�

私たちはこう
考える�ごみの減量、
�

私たちはこう
考える�

ごみの排出量が�
少ない家庭には特典があるなど、�
「まじめに取り組む人」のやる気が�

高まるような制度であって�
ほしいと思います。�
（30代・女性）�ごみになりにくく、�

分別しやすい製品を作るよう、�
生産者である企業への規制を�

設けるべき。�
（20代・男性）�

家庭で使わなくなった�
ものを、まちづくりセンターや�
町内会で販売するなど、�
もっと再利用を定着させる�
仕組みを考えてほしい。�

（男性）�

ひと口メモ�生ごみの堆肥化�
たい ひ�

ごみ処理全般�

生ごみを堆肥化する�
施設を、地域の要所に�
設置してはどうか。�

（男性）�

たい ひ�

私の町内では、�
アパート世帯の�

ごみ出しマナーが悪い。�
市は、もっと分別指導の徹底など�
働き掛けを強化すべきだ。�

（40代・男性）�

第1回に対
して寄せら

れた声の総
数

は約50件
。その約8割

が「家庭家庭ご
み

の有料化」
に関するこ

とでした。�

「賛成」「
反対」はほ

ぼ同数。�

皆さんはど
う思います

か？�

第1回に対
して寄せら

れた声の総
数

は約50件
。その約8割

が「家庭ご
み

の有料化」
に関するこ

とでした。�

「賛成」「
反対」はほ

ぼ同数。�

皆さんはど
う思います

か？�

家庭ごみの３分の１を占める「生ごみ」は、身

近な材料を使って良質な堆肥にすることが

できます。最も手軽なのが「ダンボール方式」。�

ダンボールと土壌改良材（ホームセンター

などで販売）があればＯＫです。�

少ない費用で大きな効果が得られます。皆さんもぜひ！�

詳細�ごみ減量推進課�211-2928

生ごみ�

土壌改良材�

ピートモス� もみがら�
くんたん�
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審議会の動き�

環境局環境事業部計画課�
〒060-8611　中央区北１西２市役所内�
FAX218-5108   Eﾒｰﾙ  seiso@city.sapporo.jp　�
※住所・氏名・年齢・電話番号を記入してください。�

第２回を読んだ感想や意見をお寄せください。ごみの減量には、
皆さんの意識の高まりが欠かせません。今後も、誌面を通じて多
くの声を紹介しながら、議論の輪を広げていきたいと考えています。�

ご 意 見 は こ ち ら へ �

送付先�

札幌のごみ減量について�
専門的見地から議論しています�

本会議�

■第１回（4/22）�
市長から吉田会長に諮問書が手渡され、市の
担当部局が諮問趣旨と現状を説明。また、有
料化検討部会の設置を決定しました。�

■第2回（6/7）�
計画の枠組み、基本目標・方針などについて審議しました。�

■現状視察調査（6/29）�
ごみステーションの収集現場のほか、山本処理場（厚別区）
と白石清掃工場を視察しました。�

■第3回（7/6）�
「生ごみ」「資源ごみ・紙ごみ」「教育・啓発」の３グループ
に分かれて、具体的な検討を重ねていくこととしました。�

家庭ごみ�
有料化�
検討部会�

■第1回（5/19）基本事項などの確認�
有料化の実施を前提とした部会ではないこと
を確認。今後の検討内容についても話し合い
ました。�

■第2回（6/14）有料化の論点整理�
「有料化」については、ごみ減量はもとより、ごみ処理施策
全体に効果的かどうか、総合的な観点でその位置付けや実
施の是非などを検討していくこととしました。�

■江別市（16年10月から家庭ごみを有料化）の視察（6/29）�
●江別市では、「燃やせるごみ」と「燃やせないごみ」を有
料化。基本的には、指定のごみ袋（大きさによって20円～
80円）を購入する方式を導入。「資源物（びん・缶・ペットボ
トルなど）」「危険ごみ（スプレー缶や蛍光管など）」は無料。�
●実施から半年間（16年10月～17年3月）の排出量を実施
前の同期間と比較すると、「燃やせるごみ」「燃やせないご
み」は共に30～40％減少。一方、より一層分別が進み、「資
源物」は約10％増加。�

家庭ごみの有料化�

　この春から、札幌市のごみ処理の
在り方について幅広く議論しています。
中でも、「家庭ごみの有料化」につい
ては、審議会内に検討部会を別に設け、
実施の是非を含めて検討しています。�
　「北の大都市で、環境負荷を減ら
しながらも、豊かな生活を送る」―そ
のために、誰でもできるごみ減量の取
り組みを、皆さんの声をしっかり聞き
ながら考えていきます。�

会長・吉田文和�
（北海道大学　　　　　�
　公共政策大学院教授）�

札幌市廃棄物減量等推進審議会�

●排出量に応じてごみ処理費用を公平に負担するためにも、
有料化には賛成です。（30代・女性）�

●税金でのごみ処理は、自分たちのお金が掛かっていると
いう意識を持ちにくいので、直接負担に変えたほうがい
い。（40代・女性）�

●有料化には賛成ですが、おむつを使う子供がいる家庭に
は、ごみ袋を支給するといった配慮が必要。（30代・女性）�

●近くのごみステーションの利用マナーは最悪。有料化す
れば、自分のごみに責任を持つのでは。（女性）�

●有料化には賛成。例えば、生ごみは家庭で処理できるコ
ンポストなどを使って、積極的に減らす工夫をすれば良
いと思います。�

●私の地域では、若い方のごみ出しマナーが悪い。そうし
た中、有料化を実施しても、もっと乱れるばかりで効果
は薄いと感じます。（女性）�

●私は、道路に散乱したごみや落ち葉を拾って、ごみステ
ーションに出していました。有料化になったら、そうし
た自発的な行動が減っていくのでは。（男性）�

●ごみとなる過剰包装を抑えるには、生産・流通の段階か
ら見直す必要がある。そのしわよせを市民が負担するの
は、基本的な考え方がずれている。（40代・男性）�

●市民負担を増やす前に、市の清掃事業の効率化、さらに
は市の仕事全般の効率化が先だろう。（男性）�

●安易に有料化すべきではない。悪質な不法投棄への対策
をしっかりと考えてからでしょう。（女性）�

●有料化したとしても、市民がごみの減量に効果があった
と実感できなければ、「何のために負担しているのか？」
といった疑問を抱くことになりかねないのでは。（女性）�

よし　だ　ふみかず�

�
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札幌市内全域�

都
心
部�

大　　　通　　　公　　　園�

三越三越�

サンクス�

西武西武� 東急東急�

大丸大丸�

北海道庁北海道庁�

アルタ�

テレビ塔�

パルコ�4プラ�

三越�

グランド�
ホテル�
グランド�
ホテル�

サンクス�

ロビンソン�

ステラ�
プレイス�

セイコーマート�

丸井今井丸井今井�
池内池内� マルサ�

市役所市役所�市民会館市民会館�

全日空ホテル�

薄野交番薄野交番�

JRJRタワー�

創
成
川

創
成
川�

鉄道病院�

ロビンソン�

西武� 東急�

大丸�

アスティ４５�アスティ４５�

ステラ�
プレイス�

セイコーマート�

北海道庁�

ＪＲ札幌駅�

丸井今井�
池内�

アルタ�

マルサ�

東武東武ホテル�東武ホテル�

バスセンター�バスセンター�

テレビ塔�

市役所�市民会館�

第一第一�
合同庁舎合同庁舎�
第一�
合同庁舎�エルプラザ�エルプラザ�

モントレ�
エーデルホフ�

モントレ�
エーデルホフ�

パルコ�4プラ�

中央警察署中央警察署�中央警察署�
駅
前
通�

全日空ホテル�

西１丁目� 東１丁目�西２丁目� 東２丁目�西３丁目�西４丁目�西５丁目�西６丁目�

南４条通�

北１条通�

薄野交番�
国道３６号�

北５条通�

北８条通�

JRタワー�

創
成
川�

鉄道病院�

中央郵便局�中央郵便局� ×�

×�×�

十
月
一
日
�
に
完
全
施
行
さ
れ

る
「
ポ
イ
捨
て
等
防
止
条
例
」。

こ
の
ほ
ど
、
具
体
的
な
運
用
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
「
喫
煙
制
限
区
域

の
範
囲
」
と
「
罰
則
（
過
料
）
の

金
額
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

喫
煙
制
限
区
域
は
、
札
幌
の
顔

と
な
る
地
域
で
あ
り
、
歩
行
者
や

観
光
客
が
多
い
都
心
部
に
設
定
。

同
区
域
内
で
は
、
歩
道
上
な
ど
公

共
の
場
所
で
の
歩
き
た
ば
こ
を
全

面
的
に
禁
止
し
ま
す
。

違
反
者
に
課
せ
ら
れ
る
過
料
の

金
額
は
千
円
。
十
月
一
日
か
ら
同

区
域
内
を
中
心
に
巡
回
す
る
散
乱

等
防
止
指
導
員
が
そ
の
場
で
直
接

徴
収
し
ま
す
。

十
月
一
日
に
向
け
て
、
ポ
イ
捨

て
防
止
の
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

順
次
実
施
し
ま
す
。
美
し
く
安
全

な
街
の
実
現
に
向
け
て
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
喫
煙
制
限
区
域
内
で
も
、

灰
皿
の
あ
る
場
所
で
の
喫
煙
は
認

め
ら
れ
ま
す
。

詳
細

ご
み
減
量
推
進
課
（
２１１
）

２
９
２
８

罰則（過料の金額）は１，０００円になります

＜空き缶＞

＜たばこの吸い殻＞

歩きたばこを禁止する
「喫煙制限区域」の範囲が決定

条例上、ポイ捨てが
禁止される主なもの

＜ガム＞

＜空きびん＞

＜紙くず＞

＜ペットボトル＞

＜買い物袋＞

歩きたばこ
灰皿のない場所での
喫煙

＜都心部喫煙制限区域＞

空き缶、たばこの吸い
殻などのポイ捨て

禁止される行為と罰則の適用地域

過料

過料

歩きたばこを禁じる区域（青枠の内側）。
区域内でも灰皿（携帯灰皿は不可）のある場所での喫煙は可能。

飼い犬のふんの放置

＜市内全域＞

歩きたばこ
キーワード�

過料
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国道国道3636号�

駅
前
通

駅
前
通�

エルプラザ�

大　　通　　公　　園�

国道36号�

北５条通条通�北５条通�

北１条通条通�北１条通�

駅
前
通�

エルプラザ�

ＪＲ札幌駅�

北8条通�

南7条線�

西
7
丁
目
通�

創
成
川
通�

ジャスマックプラザ�ジャスマックプラザ�

北海道庁�

市
で
は
、
誰
も
が
安
心
し
て
楽

し
め
る
安
全
な
繁
華
街
を
目
指
し
、

「（
仮
称
）札
幌
市
公
衆
に
著
し
く

迷
惑
を
か
け
る
風
俗
営
業
等
に
係

る
勧
誘
行
為
等
の
防
止
に
関
す
る

条
例（
通
称

：ス
ス
キ
ノ
条
例
）」の

制
定
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
各
種
意
見
交
換

会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
通
じ
て

い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
を
参

考
に
し
て
、
今
回
、
条
例
案
を
作

成
。
現
在
、
案
に
対
す
る
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■■
意意
見見
募募
集集

市
役
所
１３
階
区
政
課
、
２
階
市

政
刊
行
物
コ
ー
ナ
ー
、
区
役
所
の

総
務
企
画
課
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
で
配
布
中
の
要
領
を
ご
覧
の

上
、
８
月
２３
日
�
ま
で
に
送
付
、

持
参
、フ
ァ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
。ま

た
、要
領
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジw

w
w
.

city.sapporo.jp/shim
in/hankagai/

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

詳
細

区
政
課
（
２１１
）２
２
５
２

※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
…
政
策
を
決
め

る
際
、
案
を
市
民
に
公
開
し
て
意
見
を
求

め
、
そ
れ
を
考
慮
し
て
決
定
す
る
仕
組
み
。

①性風俗店などで働くように誘
う行為（通称：カラス族）

②卑わいなサービスを提供する
店へ客として誘う行為

③卑わいな看板やポスターなど
の掲示

テ
レ
ビ

この９月、市では、地下鉄に
自転車を持ち込む実験を実施。
この実験で、環境に優しい自
転車と地下鉄の組み合わせによ
る施設などへの交通アクセスの
向上と、自転車利用の広域化に
よるレクリエーション機会の充
実の可能性を探ります。

■実験概要
実実施施駅駅南北線「麻生」「幌平橋」
「真駒内」の３駅（乗車・降車
とも）。
日日時時①９月４日�、②１０日�・
１１日�、③１７日�・１８日�・１９
日�。午前１０時～正午、午後１
時～４時。１時間３便程度。１
便８人まで。
申申込込事前登録制。８月１１日�か
ら電話。①は８月２９日�、②は
９月５日�、③は１２日�までに
交通企画課へ。 先着

※乗車２０分前までの集合です。
※当日の便変更はできません。
※小学生は保護者同伴。幼児の
自転車持ち込みはできません。
詳細 交通企画課�２１１―２４９２

ラ
ジ
オ

子どもと地域
～市長と考え
るまちづくり

さっぽろの観光
～おもてなし
の街

ヨネさん札幌
の水を堪能！

琴似屯田兵入
村130周年ほ

か

定山渓に新名
所が誕生ほ

か

まつ なが とし ゆき

松永俊之の札
幌探訪
※８月２７日市
長出演

やまびこ座の
国際交流ほ

か

戦後６０年～平
和の灯をとも
して～ほ

か

石山緑地の魅
力ほ

か

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

放
送
内
容

愛・らぶサッポロ HTB

８月１３日（土）
午前１１時～１５分（字幕付き）

とことんリサーチ札幌 HBC

８月２８日（日）

午前６時３０分～４５分（字幕付き）

いいコト聞いた UHB

第２・４日曜

午前８時５５分～９時

札幌ふるさと再発見 STV

毎週土曜

午前１１時５４分～５９分

ウオッチング札幌 TVh

毎週土曜

午後２時５５分～３時

スマイルさっぽろ HBC

毎週土曜
午前９時１５分～２５分

さっぽろアート・ウィークリー
毎週土曜 AIR-G'
午前９時４５分～５５分

さっぽろ散歩 STV

毎週土曜
午前１１時３０分～４５分

サッポロ・シティ・ナビ
毎週日曜 NORTH WAVE

午前９時５０分～１０時

カラス族

「麻生」「幌平橋」「真駒内」の３駅で実施

地下鉄への自転車持ち込み
社会実験を実施します

安
心
・
安
全
な
繁
華
街
づ
く
り
に

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

キーワード�

ス
ス
キ
ノ
条
例
案
へ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

ホームまでは指定のエレベーターで自転車
を運びます（駅構内では自転車は手で押して
ください）。

実験は実施便に設置した「自転車優先車
両」の一部で実施。実験参加者は座席に座り、
手で自転車を支えます。
駅構内および優先車両内では調査員が一般
の乗客の方にアンケート用紙を配布。皆さん
のご意見を伺います。ご理解とご協力をお願
いします。

今まで自動車でしか行ったことのなかった
施設や公園へ自分の自転車で行って、爽やか
な汗を流してみませんか？

キーワード�

自転車と
地下鉄

８月２３日まで…意見募集（パブリックコメント）
９月…意見の公表、意見を踏まえて条例案を作成し、議会に提出。
年内…条例の施行。

罰則
・違反者…５０万円以下の罰金な

ど。
・他人に禁止行為をさせた者…１００万円以下の罰金な

ど。

北８条通、南７条線、創成
川通、西７丁目通で囲まれ
た区域を禁止区域に指定

条例施行までの流れ

条例の概要
指定区域禁止する迷惑行為

（①②は不特定の人に対するもの）
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今月は 中 央 区 です�

中央区�

タウントークメ
モ�

■実施日／7
月2日（土）�

■会場／中央
区民センター

�

　　　（中央
区南2西10

）�

■参加人数／
約80人�

■発言者数／
12人�

�

アダプトプログラムとは？�
アダプトとは、英語で「養子縁組する」という意味。
道路や公園などの公共空間を養子に見立て、市民
や企業が親として、愛情を込めて環境美化活動を
行うもの。行政は用具の提供などを行い、市民と協
働して環境美化に取り組む手法です。�

違反広告物や
落書きの除去、
自転車の整理�

違反広告物
の除去、電車
事業所前の
花壇整備�

地域を見直す
学習、子供た
ちと地域住民
が共に花を育
てる活動�

札幌中心部�
商店街活性化�
協議会　�
幹事長　長澤さん�

ＮＰＯ�
あずまし家　�
�商なはは　葛西さん�

日新小学校　�
活動支援部長　関根さん�

タウントークに関するお問い合わせは、�
区役所（1�）の「総務企画課」か�

「市民の声を聞く課」�211- 2042へ。�
内容は、市長のホームページ�

www.city/sapporo.jp/city/mayor/ �
からもご覧いただけます。�

８月のタウントークは厚別区・西区で開催します。�

アダプトプログラムなどの�
環境美化活動に携わっている�

市民グループをはじめ、住民の皆さんから、�
環境という身近な話題について活発な意見が出されました。�

テーマ�
環 境 美 化 �

アダプト�
プロ�
グラム�

毎年２回、子供から
お年寄りまで３５０
～５００人で清掃を
行っています。魅
力ある街にするた
めには、都心部を
流れる鴨々川をよ
りきれいにする仕
掛けが必要です。�

鴨々川を清流にする会　�

事務局長　佐藤さん�

鴨々川をより�
きれいにしたい！� 違反�

広告物の�
除去�

私たちはさまざまな美化
活動をしていますが、一
番の悩みはごみステーシ
ョンの管理です。共同住
宅には自前のごみステー
ションの設置を義務付け
てください。また、家庭ご
み有料化の際には戸別
回収をご検討願います。�

曙地区連合町内会　�

環境衛生部長　佐々木さん�

ごみ捨てのマナーを�
守らせたい!

高橋さん�

マンションの
高層化が進み、
円山地区の美
しい景色が損
なわれてしま
います。規制
してほしいです。�

�

最近はアダプトプログラムなど、市民主体の活動に本当に熱心に取り組んでいる市民グループが増え、心強く思っています。こういう活動をしている人たちを通じて、街の抱える問題をほかの市民が知るとい�

�

う効果もあります。自分たちはこういう活動をしているんだ、ということを外に向けて発信していただければより広がっていくのではないでしょうか。�
市としても活動を通じて出�
�
てきた問題をきち
んと受け止め、取り
組んでいきます。�

市長
�

から
�

鴨々川�
の清掃�

区内で環境美化に励んでいる団体の皆さん�
アダプト�
プロ�
グラム�

アダプト�
プロ�
グラム�

アダプト�
プロ�
グラム�

鈴木さん�

シルバーセミナーに
来る高齢者が急に
減りました。高齢者
が外に出る機会が
少なくならないように、
敬老パスを見直し
てください。�

私有地の権利と、住民
の要望との調整をどう
するべきか、大変難しい
問題です。どういう規制
の仕方がいいのか、今
日のお話も十分参考に
しながら考えていきます
ので、今後もご意見を
いただければと思います。�

敬老パスについては昨年１年
間議論してきて、さまざまな要
素についてぎりぎりの調整を行
った結果新しい制度が出来上
がりました。今後は利用実態や
皆さんの声も踏まえ、議論した
いと思いますが、そういった経
緯で今の制度になったというこ
とをご理解願いたいと思います。�

高層マンションを規制してほしい� 敬老パス制度を見直して! 市長
�

から
�市長

�

から
�

さ　とう� さ　さ　き�

ながさわ�

たかはし� すず　き�

　か　さい� せき　ね�



福住�

新さっぽろ�

麻生�

あいの里�あいの里�

詳しい内容は、区役所・まちづくりセンターなどで配布中の素案をご覧ください。また、見直し素案の説明会も開催します（詳しくは31ページ）�

来春、土地利用の�
ルールが変わります�
「用途地域等の見直し素案」にご意見を�

市内全域�
�

用途地域�

土地利用の基本的なルールとなる用途地域など
の内容が、来春、市内全域で変わります。今回の見
直しは、平成８年以来の大規模なもの。市では、人
口増加の鈍化や市民ニーズの多様化といった変化
を踏まえ、既存の都市基盤を生かしながら街並み
の質を高めていく考えです。�
見直し素案へのご意見は、９月６日�までにお寄せ
ください。皆さんの声を踏まえて、来春までに都市
計画法に定められた決定手続きを進めていきます。�

　　　 地域計画課  �211-2545

建物の種類や規模などを規制・
誘導するための土地の利用区
分。すべての土地は、住居系・
商業系・工業系という３つの柱
を基本に、１２種類に分類され
ています。�
（例）第一種低層住居専用地域、
　商業地域、準工業地域など�

容積率�

敷地面積に対する延べ
床面積の割合。それぞ
れの地域にふさわしい
大きさの建物が建設され
るよう定めるものです。�

ゆとりある住宅への建て替えが可能となるよう、戸建住宅が中心
となる郊外住宅地において、容積率が６０％の区域は８０％へ緩和。
ただし、現在の住環境を維持するため、家屋を建設できる敷地面
積の最低限度を１６５㎡に定め、敷地の細分化を防ぎます。�

見直しのポイント�

60％⇒80％�
郊外住宅地で容積率を緩和�

●都心部の創成川以東の地域で、緑やゆとりの空間の充実した開発
を誘導するため、容積率の緩和基準と高さなどの制限を定めます。�

●規制の緩い工場跡地などで行われる開発を適切に誘導するため、
工業地の建物用途の制限をよりきめ細やかに定めます。�

●新たな道路の整備や土地利用状況の変化を踏まえ、用途地域を
適切に変更します。�

その他�

意見募集�
市役所５階地域計画課・区役所・区民センター・まち
づくりセンターで配布中の見直し素案をご覧の上、
添付の応募用紙を９月６日（火）までに送付。インター
ネットでも閲覧・意見送付が可能です。�
〈ＨＰ〉www.city.sapporo.jp/keikaku/

2

秩序ある街並みを形成していくため、建築物の高さ制限
を新たに設定。制限のなかった地域においても、その特
性に応じて最高限度を24ｍ・27ｍ・33ｍ・45ｍ・60ｍに定
めます（都心の一部・工業地などを除く）。�

市内の全域に�
建築物の高さのルールを新設�

1

詳 細�

容積率６０％� 容積率８０％�

建築物の高さ制限を�
新たに導入する区域�

容積率を80％へ緩和�
する区域�

※地区計画（地区ごとの独自のルール）を定めた区域でも、�
　容積率を緩和します。�

1

2
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こ

す

だ

さ
と

し

小
須
田

悟
士（
自
民
党
）

く
わ
ば
ら

と
お
る

桑
原

透（
民
主
党
・
市
民
の
会
）

た
に
さ
わ

し
ゅ
ん

い
ち

谷
沢

俊
一（
公
明
党
）

市
民
自
治
の
あ
り
方

問
市
長
は
、
市
民
自
治
の
拠
点

と
し
て
、
連
絡
所
の
呼
称
を
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
変
更
し
、
そ

の
内
容
に
も
少
な
か
ら
ず
手
を
加

え
た
が
、
地
域
住
民
の
間
で
は
、

混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
市
が
な
す

べ
き
と
こ
ろ
は
、
各
地
域
に
お
け

る
混
乱
を
な
く
し
、
町
内
会
が
そ

の
本
来
の
活
動
を
自
立
し
て
円
滑

に
行
え
る
よ
う
改
善
を
す
る
こ
と

で
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

は
、
そ
の
サ
ポ
ー
ト
役
と
し
て
活

躍
す
べ
き
と
判
断
す
る
が
、
考
え

を
伺
い
た
い
。

市
長
は
、
自
治
基
本
条
例
を
制

定
す
る
と
発
表
し
て
い
る
。「
市
民

自
治
を
進
め
る
市
民
会
議
」
を
立

ち
上
げ
、
そ
れ
を
中
心
に
検
討
を

進
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、市

民
自
治
を
担
う
中
核
組
織
は
町
内

会
と
言
う
の
で
あ
れ
ば
、基
本
条

例
の
検
討
の
場
に
も
、町
内
会
組

織
の
メ
ン
バ
ー
の
積
極
的
な
参
画

を
促
す
仕
組
み
が
新
た
に
必
要
と

考
え
る
。も
っ
と
広
範
に
市
民
議
論

を
起
こ
す
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、い
か
が
か
。

答
連
絡
所
か
ら
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
へ
の
移
行
当
初
は
、
地
域

の
中
に
戸
惑
い
が
見
受
け
ら
れ
た

が
、
市
民
と
直
接
対
話
を
す
る

「
タ
ウ
ン
ト
ー
ク
」
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
機
会
を
と
ら
え
て
思
い
を
伝

え
た
結
果
、
徐
々
に
理
解
が
深
ま

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

今
年
度
か
ら
、
総
額
四
億
円
の

「
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
」

を
創
設
し
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
を
通
じ
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
積
極
的
に
支
援
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

昨
年
末
に
実
施
し
た
市
民
自
治

討
論
会
や
、
五
月
末
の
モ
デ
ル
地

区
で
の
議
論
の
場
に
は
、
町
内
会

の
関
係
者
が
多
数
参
加
し
、
貴
重

な
意
見
を
も
ら
っ
た
。
今
後
も
可

能
な
限
り
、
こ
う
し
た
場
を
設
け

る
と
と
も
に
、
先
ご
ろ
作
成
し
た

市
民
自
治
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
な
が
ら
、
町
内
会
関
係
者
の

理
解
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。

経
済
雇
用
対
策

問
昨
年
来
、
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
開
設
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
雇
用
推
進
施
策
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
き
て
い
る
が
、
本
来
、

市
内
の
企
業
が
生
き
生
き
と
活
動

し
、
そ
の
元
気
が
基
に
な
っ
て
札

幌
の
経
済
が
活
性
化
し
て
い
く
こ

と
が
、
お
の
ず
と
雇
用
創
出
に
つ

な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
る
が
、

今
後
、
経
済
雇
用
施
策
を
ど
の
よ

う
な
考
え
方
で
進
め
て
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
今
後
、
経
済
雇
用
施
策
を
進

め
て
い
く
考
え
方
に
つ
い
て
は
、

経
済
活
性
化
策
と
雇
用
推
進
施
策

を
両
輪
と
し
て
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
に
お
い
て
も
、
経
済
活

性
化
策
と
し
て
札
幌
元
気
基
金
を

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
札
幌
元
気

フ
ァ
ン
ド
を
設
立
し
て
、
中
小
企

業
や
創
業
に
挑
戦
す
る
市
民
へ
の

き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
な
ど
、

既
存
の
産
業
振
興
施
策
と
併
せ
て

各
種
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

ま
た
、
雇
用
推
進
施
策
で
は
、

求
人
側
と
求
職
者
の
希
望
を
調
和

さ
せ
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
札

幌
市
就
業
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

無
料
職
業
紹
介
や
再
就
職
支
援
事

業
な
ど
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と

と
も
に
、
職
業
紹
介
機
能
の
充
実

や
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
を
目

的
と
す
る
「（
仮
称
）地
域
職
業
相

談
室
」
の
開
設
に
向
け
た
経
費
を
、

今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

さ
ら
に
、
雇
用
創
出
の
た
め
の

施
策
と
し
て
、
地
元
企
業
や
本
市

に
進
出
し
て
く
る
企
業
が
求
め
て

い
る
質
の
高
い
人
材
を
育
成
・
供

給
す
る
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と

し
、特
に
、Ｉ
Ｔ
産
業
や
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
本
市
に
お

け
る
こ
れ
ま
で
の
企
業
集
積
の
優

位
性
を
背
景
に
し
て
、
雇
用
の
潜

在
的
な
需
要
に
応
え
て
い
き
た
い
。

公
共
施
設
へ
の
省
・

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進

問
公
共
施
設
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
お
よ
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を

一
層
推
進
す
る
た
め
に
は
、
政
策

的
に
し
っ
か
り
と
位
置
付
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
、
客
観
的
な
評
価
基
準
を
ベ
ー

ス
に
、
事
業
実
施
方
針
を
決
め
る

何
ら
か
の
仕
組
み
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
札
幌
市

の
公
共
建
築
物
の
建
て
替
え
や
大

規
模
改
修
な
ど
の
事
業
方
針
や
優

先
順
位
を
決
め
る
際
に
用
い
ら
れ

て
い
る
「
建
築
物
評
価
シ
ス
テ

編集●札幌市議会事務局 �２１１‐３１６２ ２１８‐５１４３ 市議会ホームページアドレス●www.city.sapporo.jp/gikai/

６月１３日に閉会した第２回定例会について、
先月号に引き続き審議内容をお知らせします。
また、各委員会の活動状況（６月１１日～７月１０日）
についてもお知らせします。

平成１７年度
一般会計補正予算
などを可決

～平成１７年第２回定例会

代表質問
から

今
回
の
定
例
会
で
は
、
六
月
七
・
八
日
の

二
日
間
の
日
程
で
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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い

と
う

り

ち

こ

伊
藤

理
智
子（
共
産
党
）

さ
か坂

ひ
ろ
み（
市
民
ネ
ッ
ト
）

ム
」
の
よ
う
な
も
の
が
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

公
共
施
設
へ
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

お
よ
び
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
推
進

の
た
め
の
体
系
的
取
り
組
み
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る

の
か
、
公
共
施
設
へ
の
導
入
推
進

を
契
機
に
、
市
民
・
事
業
者
に
も

そ
の
動
き
を
広
げ
、
全
市
的
に
波

及
さ
せ
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

答
公
共
施
設
へ
の
省
・
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
二

酸
化
炭
素
の
削
減
に
大
き
な
効
果

が
期
待
さ
れ
る
半
面
、
設
備
の
設

置
費
が
高
い
と
い
う
問
題
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に

判
断
し
て
導
入
方
針
の
決
定
を
行

う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

こ
の
た
め
の
指
針
作
り
を
今
年
度

予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
に
お
け
る
検
討
状

況
や
、
導
入
後
の
効
果
な
ど
を
市

民
・
事
業
者
に
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ

め
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
て
、

分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

使
用
料
減
免
の
見
直
し
問
題

問
第
一
回
定
例
会
に
お
い
て
、町

内
会
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
区
民

セ
ン
タ
ー
や
地
区
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
使
用
料
減
免
制
度
を
、
今
年
の

十
月
か
ら
は
減
免
率
を
二
分
の
一

に
し
て
、
来
年
四
月
に
は
完
全
に

廃
止
し
て
い
く
予
算
が
、
わ
が
党

以
外
の
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ
た
。

わ
が
党
議
員
は
、
地
域
の
ま
ち
づ

く
り
に
長
年
貢
献
し
て
き
て
い
る

団
体
の
支
援
策
と
し
て
続
け
ら
れ

て
き
た
減
免
制
度
を
、
関
係
団
体

に
何
の
説
明
も
な
く
機
械
的
に
廃

止
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
指

摘
し
、
中
止
を
求
め
た
。

一
方
的
な
減
免
制
度
見
直
し
は
、

団
体
の
活
動
の
制
約
に
な
る
ば
か

り
で
な
く
、
本
市
と
の
信
頼
関
係

を
阻
害
す
る
も
の
と
は
考
え
な
い

の
か
。
区
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
設

置
目
的
に
照
ら
し
て
も
、
各
団
体

が
果
た
し
て
き
た
役
割
か
ら
も
、

減
免
の
廃
止
を
撤
回
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

答
制
度
の
見
直
し
に
当
た
り
、

利
用
団
体
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
よ
う
経
過
措
置
を
設
け
、

公
共
性
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
性
が
特

に
高
い
と
認
め
ら
れ
る
活
動
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能

な
の
か
、
そ
の
方
策
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
問
題

問
六
月
一
日
か
ら
一
カ
月
間
、

市
内
三
カ
所
で
、
来
年
度
か
ら
使

用
す
る
市
立
中
学
校
の
教
科
書
の

展
示
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
実
際

に
教
科
書
を
使
う
教
職
員
な
ど
、

多
く
の
市
民
が
展
示
会
場
に
行
き

や
す
く
す
る
た
め
に
、
開
催
場
所

や
開
催
時
間
の
拡
大
を
検
討
す
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

教
科
用
図
書
選
定
審
議
会
の
調

査
研
究
報
告
書
の
公
開
お
よ
び
教

育
委
員
会
会
議
の
傍
聴
と
会
議
録

の
公
開
を
、
今
後
、
積
極
的
に
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
展
示
会
の
開
催
場
所
と
開
催

時
間
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、
今
回

の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
き
た
い
。
教
科
書

採
択
に
関
す
る
報
告
書
お
よ
び
会

議
録
の
積
極
的
な
公
開
に
つ
い
て

も
方
法
な
ど
を
含
め
て
検
討
し
て

い
き
た
い
。
な
お
、
採
択
に
か
か

る
会
議
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、
慎

重
に
検
討
し
た
い
。

可決された議案

●一般会計補正予算
次の内容で総額４億９，２０２万９，０００円を補正するもので

す。
�ポイ捨てなどの防止のための周知・啓発、巡回指導な
どのための経費�地下鉄菊水駅におけるエレベーターお
よび身体障がい者用トイレの整備費の追加�清田区と西
区において「（仮称）地域職業相談室」を開設するための
経費�緊急貯水槽の建設にかかわる経費の追加�自閉症
者自立支援センターの開設準備費および運営管理費

●札幌市営住宅条例の一部を改正する条例案
新たに設置される菊水上町団地など４団地の名称およ

び位置を定めるものです。
このほか、札幌市火災予防条例の一部を改正する条例案
など合計２２件が可決、承認または同意され、人権擁護委員
候補者推薦に関する件については、適当と認めました。

可決された意見書案

●子ども一人ひとりを大切にするゆとりある教育環境の実
現を求める意見書

●２００６年医療制度改革に関する意見書
●ＢＳＥ対策の強化と米国産牛肉の輸入禁止の継続を求め
る意見書

●北海道における「市町村合併推進に関する構想」策定等
に関する意見書

●住民基本台帳の閲覧制度の早期見直しを求める意見書
●ＪＲの安全対策の根本的な見直しを求める意見書
●銀行のカード犯罪・被害に預金者保護のルール確立を求
める意見書

●住民本位の地方財政確立を求める意見書
●地方公務員給与見直しに関する意見書

その他会議に付した件

●札幌市農業委員会委員推薦の件

●�総務委員会
＜７月１日＞太平百合が原地区センター（北区
太平１２の２）を視察しました。

●�税財政制度調査特別委員会
＜６月２１日＞「三位一体の改革」について、平
成１８年度国家予算に関する要望について、財政
局から説明を聴取し、質疑を行いました。
＜６月３０日＞平成１８年度国家予算などに対する
本市重点要望事項について、市民まちづくり局
から説明を聴取し、質疑を行いました。

委
員
会
の
主
な
活
動
状
況

６
月
１１
日
〜
７
月
１０
日
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